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地震本部の令和６年度の広報活動について①
令和６年８月末までの地震本部関係の会議及び広報イベント等 ※令和５年度分（令和６年３月１日 第６回広報検討部会以降）も含む

日付

令和６年 ３月 １日 第３９７回地震調査委員会（臨時会小会議）

３月 ３日 【地震本部地域講演会 in 横浜】地震・津波 ミニ講演会 ～きみだけの防災ポーチを作ろう！～

３月１１日 第３９８回地震調査委員会

３月１８日 第６６回政策委員会

３月２５日 地震本部ニュース 令和６年（２０２４年）春号

４月 ９日 第３９９回地震調査委員会

４月１８日 第４００回地震調査委員会（臨時会）

５月１３日 第４０１回地震調査委員会

５月２４日 第４回内陸で発生する地震の調査観測に関する検討WG

６月 ４日 第９０回調査観測計画部会・第５回内陸で発生する地震の調査観測に関する検討WG

６月１１日 第４０２回地震調査委員会

６月１８日 第１１回予算調整部会

７月 ９日 第４０３回地震調査委員会

７月２２日 第１２回予算調整部会

８月 ２日 日本海側の海域活断層の長期評価―兵庫県北方沖～新潟県上越地方沖―（令和６年８月版）を公表

８月 ７日
～ ８日 令和６年度 こども霞が関見学デー（火山調査研究推進本部、防災科学技術研究所、気象庁、内閣府防災と連携）

８月 ９日 第４０４回地震調査委員会（臨時・定例）

８月１９日 第６７回政策委員会

８月３０日 第４７回本部会議
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凡例： 政策委員会系会議 講演会・イベント 地震本部ニュース 評価結果の公表



地震本部の令和６年度の広報活動について②
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令和６年９月以降の地震本部関係の会議及び広報イベント等
日付

９月１０日 第４０５回地震調査委員会

９月２７日 地震本部ニュース 令和６年（２０２４年）夏号

１０月 ６日 【地震本部地域講演会 in 新潟市】 新潟地震から６０年 ～過去に学び、将来に備える～

１０月 ９日 第４０６回地震調査委員会

１０月２０日 ぼうさいこくたい2024 セッション
【地震本部30年と火山本部の設立 ～地震本部の成果と課題。火山本部へどう活かすか？～】

１１月１２日 第４０７回地震調査委員会

１１月２５日 地震本部ニュース 令和６年（２０２４年）秋号

１２月 ８日 【地震本部地域講演会 in 神戸市】 ～阪神淡路大震災から３０年の歩みと未来のための防災～

１２月１０日 第４０８回地震調査委員会

令和７年 １月１５日 第４０９回地震調査委員会

１月２７日 地震本部ニュース 令和６年（２０２４年）冬号

２月１０日 第１３回予算調整部会・第９１回調査観測計画部会

２月１２日 第４１０回地震調査委員会

２月１８日 第７回広報検討部会

凡例： 政策委員会系会議 講演会・イベント 地震本部ニュース



地震本部地域講演会 in 横浜
地震・津波 ミニ講演会 ～きみだけの防災ポーチを作ろう！～

 日時： 令和６年３月３日（日）13:30-15:30 ※令和５年度
 概要：
地震本部と横浜地方気象台が連携し、地震本部地域講演会

として「地震・津波ミニ講演会〜きみだけの防災ポーチを作
ろう！〜」を横浜地方気象台において開催した。講師に横浜
国立大学の客員研究員の奥村政佳氏をお招きし、災害への備
えを考えるきっかけとすることを目的に、防災ワークショッ
プを実施した。

 開催結果：
小学生をはじめとする30名以上にお越しいただいた。講演

に先んじて、地震本部について紹介した。
奥村政佳氏による地震・津波ミニ講演会では、参加者がそ

れぞれ防災グッズを選び、自分だけの「防災ポーチ」を作成
しながら、災害への備えについて学んだ。
また、横浜地方気象台見学ツアーでは、気象台の職員の案

内により、風向風速計や日照計といった観測機器など、横浜
地方気象台の施設や展示を見学した。

横浜地方気象台見学ツアーの様子

地震・津波ミニ講演会の様子
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令和６年度 こども霞が関見学デー
～来て見て触って！地震・火山の体験・展示コーナー～
 日時： 令和６年８月７日（水）・８日（木）10:00-16:00
 概要：
「こども霞が関見学デー」は、子供たちに政府の施策に対する理解を深め、活動を通して

親子の触れ合いを深めてもらうことを目的とし、各府省庁等が連携して行っている取組であ
る。
地震本部と火山本部は、防災科学技術研究所、気象庁、内閣府（防災担当）と協力し、地

震・火山に関する知識の普及、防災教育を行う機会とするため、「来て見て触って！地震・
火山の体験・展示コーナー」の出展を行った。

 開催結果：

こども霞が関見学デーの様子

「VR地震体験コーナー」では、2日間で延べ1,000名に
迫る来場者がVRによる地震の揺れの映像を体験した。
また、「火山って何？」のコーナーでは、実際に手で持

ち上げることができる火山弾の展示や、火山ジオラマの展
示、火山灰の配布展示やパネル展示を行った。
このほか、気象庁、内閣府（防災担当）の地震、火山や

防災に関するポスターの掲示や、チラシや広報誌の配布を
行った。
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地震本部地域講演会 in 新潟市
新潟地震から６０年 ～過去に学び、将来に備える～
 日時： 令和６年10月６日（日）13:30-16:00
 概要：
新潟地震の発生から60年を迎えた新潟市において、新潟県で発生し

た地震や津波の被害の特徴や、このような災害に対する政府の取組な
どを知って、地域住民が地域の特性を踏まえた災害への備えを改めて
考えることを目的として、地震本部、新潟地方気象台、新潟県、新潟
市が連携し、地震本部地域講演会を開催した。

 開催結果：
講演会の開催に当たり、初めに地震本部事務局から地震本部の活動

や成果の概要を紹介した。
新潟大学 卜部厚志教授からは新潟地震で発生した液状化災害につ

いて、東京大学 佐藤比呂志名誉教授からは新潟県周辺の地質構造に
ついて解説いただいた。新潟地方気象台 前多良一台長からは気象庁
が発表する地震・津波の情報について紹介いただいた。最後に、松本
大学 入江さやか教授からは、新潟地震等における災害報道の役割に
ついて講演いただいた。
会場には100名を超える参加者が来場し、会場では新潟地震等の地

震・津波に関するポスターやパネルの展示が行われた。参加者からは
新潟地震当時をしのぶ感想や、改めて災害への備えを意識する感想が
寄せられた。
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講演会のチラシ

展示の様子

入江教授 ご講演の様子



ぼうさいこくたい2024 セッション 地震本部30年と火山本部の設立
～地震本部の成果と課題。火山本部へどう活かすか？～
 日時： 令和６年10月20日（日）10:30-12:00
 概要：
防災推進国民大会（ぼうさいこくたい）は、内閣府などが主催し、産官学、NPO・市民

団体や国民の防災活動を発表・交流する日本最大級の防災イベントである。令和６年は熊本
県熊本市で開催され、地震本部は、４月に設置された火山本部と合同でセッション形式の出
展を行った。

 開催結果：
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セッションでは、初めに話題提供として地震本部・火山
本部事務局から地震本部の役割や成果を紹介するとともに、
火山本部の設立や取組について紹介した。
対談「地震本部の成果と課題。火山本部へどう活かす

か？」では、地震本部地震調査委員会委員長と火山本部火
山調査委員会委員長の対談により、地震本部が設置されて
から30年間の取組による成果と課題を振り返るとともに、
地震本部や今年設置されたばかりの火山本部が今後取り組
むべきことについて、議論を行った。

話題提供の様子

対談の様子



地震本部地域講演会 in 神戸市
～阪神・淡路大震災から30年の歩みと未来のための防災～
 日時： 令和６年12月８日（日）13:00-15:30
 概要：
阪神・淡路大震災から30年の節目を控えた兵庫県神戸市において、

阪神・淡路大震災や、兵庫県周辺で発生する地震の特徴、地震災害に
対する政府の取組などを知って、地域住民が自分の地域の特性をふま
えた災害への備えを考えることを目的として、地震本部、神戸地方気
象台、兵庫県、神戸市が連携して地震本部地域講演会を開催した。

 開催結果：
講演会の開催に当たり、初めに地震本部事務局から地震本部の活動

や成果の概要を紹介した。
京都大学 岩田知孝名誉教授からは、近畿地方で注意すべき地震に

ついて解説いただき、続いて兵庫県立大学 阪本真由美教授からは、
災害発生後の被害を防ぐ減災復興への備えについてご講演いただいた。
大阪管区気象台 田利信二朗地震津波対策調整官からは、気象庁が発
表する地震・津波の情報についてご紹介いただき、最後に兵庫県 池
田頼昭防災監からは阪神・淡路大震災からの兵庫県の防災の取組を紹
介いただいた。
会場には約120名の参加者が来場し、会場では地震・津波に関する

ポスターやパネルの展示が行われた。参加者からは、改めて地震災害
への備えを見つめなおす機会になったとの感想が寄せられた。

講演会のチラシ

展示の様子

阪本教授 ご講演の様子
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地震本部ニュース

令和６年（２０２４年）春号 令和６年（２０２４年）夏号 令和６年（２０２４年）秋号 令和６年（２０２４年）冬号

令和６年３月に春号、９月に夏号、11月に秋号、令和７年１月に冬号を発行した。地震
本部ニュースでは、地震活動の評価や最新の地震調査研究の取組、広報イベントの開催と
いった地震本部の取組について掲載している。
配信希望者、全国の自治体、指定公共機関、地震本部関係行政機関の担当者宛にメール

で発行をお知らせするとともに、地域講演会をはじめとする地震本部の広報イベントにお
いて配布を行った。
令和７年３月には令和７年（２０２５年）春号を発行する予定。
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地震調査委員会が実施する地震活動に関する総合的評価の
地方公共団体等への広報（地震調査研究推進本部説明会）

• 地震本部事務局では、地震調査研究の成果を地方公共団体等における防災対策にも利活
用できるよう、定期的又は臨時的に、地震調査委員会が公表する地震活動に関する総合
的評価について、地方公共団体等の担当者向けに説明会を行っている。

• 令和６年度は、定期開催のほか、令和６年８月２日に公表した、日本海側の海域活断層
の長期評価―兵庫県北方沖～新潟県上越地方沖―（令和６年８月版）について、臨時の
説明会を開催した。
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令和７年度の広報イベント予定
地震調査研究推進本部 30周年イベントの開催等

○地震本部設置、30周年イベント等
地震本部は、今年７月１８日で設置から30年を迎えることから、

20周年の際と同様に、「特別シンポジウム」の開催及び「３０年の
資料集」の作成を検討。

○地域講演会

○地震本部ニュース
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